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【手続補正書】
【提出日】平成30年3月26日(2018.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ヘンドラウイルス（ＨｅＶ）又はニパウイルス（ＮｉＶ）感染を阻害するための薬剤を同
定する方法であって、
（ａ）in vitro細胞群をシダーウイルス（ＣｅｄＶ）及び該薬剤で処理すること、及び
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（ｂ）処理された細胞の生育応答を測定すること
を含み、
該薬剤で処理された細胞群の増殖が処理されていないＣｅｄＶ感染細胞群と比較して増加
する場合、該薬剤はＨｅＶ又はＮｉＶ感染の阻害剤と同定される、
方法。
【請求項２】
該薬剤がタンパク質である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
該薬剤が抗体である、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
該感染細胞がエフリンＢ２遺伝子を発現する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
該感染細胞がエフリンＢ２を発現するように遺伝子改変されている、請求項４に記載の方
法。
【請求項６】
ヘンドラウイルス（ＨｅＶ）又はニパウイルス（ＮｉＶ）感染を阻害するための薬剤を同
定する方法であって、
（ａ）シダーウイルス（ＣｅｄＶ）に感染していないin vitro細胞群を該薬剤で処理する
こと、
（ｂ）処理された非感染細胞にＣｅｄＶを接種すること、及び
（ｃ）処理された感染細胞の細胞変性効果（ＣＰＥ）を測定すること、
を含み、
感染細胞におけるＣＰＥの欠如が、該薬剤が、被検体がＨｅＶ又はＮｉＶに曝露した際の
ＨｅＶ又はＮｉＶの被検体に感染する能力を低減することを示す、
方法。
【請求項７】
該薬剤がタンパク質である、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
該薬剤が抗体である、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
該非感染細胞がエフリンＢ２を発現する、請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
非感染細胞がエフリンＢ２を発現するように遺伝子改変されている、請求項９に記載の９
に記載の方法。
【請求項１１】
該感染がＨｅｖ感染である、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
該感染がＮｉｖ感染である、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
該感染がＨｅｖ感染である、請求項６に記載の方法。
【請求項１４】
該感染がＮｉｖ感染である、請求項６に記載の方法。
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